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個人情報保護法の基礎知識（適正管理と流出防止のポイント）

【消費者法務コンサルタント（一般社団法人はりまコーチング協会 代表理事） 赤松 靖生】

★個⼈情報の流出事件は社会問題になっており、消費者から厳しい目で⾒られています
★個人情報の適切な管理体制の構築とアピールが、信頼の獲得とイメージアップにつながります

� 個⼈情報、個⼈識別符合、要配慮個⼈情報、個⼈情報取扱事業者
� データ収集時の義務、データー保管時の義務
� 改正個人情報保護法（平成29年5月30⽇施⾏）･･･⼩規模事業者への規制適⽤

� 利⽤目的の通知、プライバシーポリシー(個人情報保護方針)の策定、ホームページでの表示
� 社内外での流出防⽌対策

意図した流出よりも、うっかりした流出が多い

定義を理解することが最初のステップ

個人情報保護法の基礎知識

ホームページは事業者の姿勢を写す鏡

事業者が具体的にすべきこと

法律に定められているルールを1つ1つ理解する

� 信用失墜につながる社会的損失と損害賠償による経済的損失
具体的な流出事例をもとに解説します

個人情報の流出と損害賠償

史上最悪のセンシティブ個⼈情報流出「TBC」事件とは


